
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 211 施策

活動実績
評価の視点

【防災行政無線の音声自動応答サービス導入による拡充】

　新型コロナウイルス感染症蔓延下で、台風などの災害が起こった際、避難所における新型
コロナウイルス感染予防対策として、パーテーションやアルコール消毒液、マスクなど感染予
防物資を購入した。
　市防災行政無線、防災関連システムなど防災関連システムが確実に作動するための保守
管理を行い、システムの老朽化や故障に対しての修繕など、防災関連システムを維持・管理
した。
　例年実施している9月及び1月の訓練は中止しましたが、10月に災害対策本部事務局及び
緊急防災要員対象に感染症蔓延化における災害対策本部運営や避難所開設等の訓練を
実施した。

1
所管
室課

※課題があるものは■

市民ニーズ、
社会的役割

□

事業名 防災対策事業危機管理室

年度

決算額　(千円)

一般財源の比率（％） 100.0

133,981

令和２年度

市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

災害時は、防災行政無線や各種SNS等を活用し、
避難を呼びかける等の情報発信を行っているが、
今後も特に高齢者・障がい者等の要配慮者に対
し、確実に避難できる体制を福祉部と連携して進
めていく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

※課題があるものは■

□

事業概要
防災情報充実強化、防災訓練、地域防災計画推進、国民保護法関連、防災関連システム運営管理、防災体制推進、防災用備蓄倉庫整備、災害ボランティア育成、
非常用物資備蓄、避難所等整備

所管
室課

事業名

事業概要

事業概要

事業名
所管
室課

決算額　(千円)
評価の視点

令和２年度年度活動実績

今後の実施計画
の方向性・内容

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

一般財源の比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管室課 事業名

危機管理体制の充実

防災対策事業 所管部局 総務部

事業名所管室課

管理事業
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